
とらいあんぐる ▶ 第14号（2010.9）３

育 men！ パートⅡ  台湾・韓国・オーストラリアの事情を聞きました。特 集

　
「
育
メ
ン
」
と
か
、
男
女
共
同
参
画

社
会
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
も
、
女
性
も
ほ
と
ん
ど

働
い
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
男
性
は
普

通
、
家
事
な
ど
家
の
こ
と
を
い
と
も
当

た
り
前
に
、
す
る
。
比
例
選
挙
の
候
補

リ
ス
ト
で
は
、
必
ず
男
女
、
あ
る
い
は

女
男
、
と
交
互
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
よ

り
も
、
男
女
平
等
な
社
会
参
画
、
家
庭

の
協
力
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
の
根
底
は
、
実
は
、
言
葉
、
表
現

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

言
葉
が
先
か
、
事
象
が
先
か
。
事
象
も

あ
る
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
そ

の
事
象
が
更
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
、
と
思
う
。

　

私
は
以
前
、
何
も
考
え
ず
、
自
分
の

伴
侶
の
こ
と
を
人
に
話
す
と
き「
主
人
」

と
言
っ
て
い
た
。

専
業
主
婦
を
し
て
い
た
と
き
は
特
に
、

全
く
抵
抗
な
く
。

　

し
か
し
、「
主
人
」
と
い
う
言
葉
は
、

も
と
も
と
が
主
（
あ
る
じ
）
た
る
人
で

あ
り
、
夫
と
妻
の
対
等
な
関
係
を
表
し

て
い
な
い
。「
家
内
」
も
同
様
―
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
。
そ
れ
で
、

そ
う
だ
、
こ
れ
か
ら
は
「
主
人
」
と
言

わ
ず
、「
夫
」
と
言
お
う
と
決
め
た
の

は
ほ
ん
の
一
年
ば
か
り
前
。

　

鹿
児
島
の
私
の
友
人
た
ち
が
夫
の
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
言
う
か
と
い
う
と
、

「
パ
パ
」「
お
と
う
さ
ん
」「
だ
ん
な
」「
○

○
さ
ん
／
ち
ゃ
ん
（
名
前
）」
そ
し
て
、

少
数
派
が
主
人
、
夫
、
連
れ
合
い
。
こ

の
パ
パ
云
々
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
有

り
得
な
い
。
答
え
は
明
確
。
自
分
の
父

親
で
は
な
い
か
ら
、
と
。

　

父
親
と
い
う
家
庭
の
機
能
を
分
離

し
、
一
人
の
女
性
で
あ
る
私
の
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
伴
侶
、
を
夫
と

し
て
人
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に

は
、
常
に
、
個
人
と
し
て
の
自
分
を
意

識
し
た
い
。

　
「
夫
」「
妻
」
と
い
っ
た
、
中
立
的
な

言
い
方
は
ま
だ
広
ま
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
夫
婦
の
平
等
関
係
の
自

覚
は
ま
だ
ま
だ
な
の
で
は
な
い
か
。「
パ

パ
」
を
や
め
、「
主
人
」
を
や
め
て
、（「
マ

マ
」「
う
ち
ん
の
」「
あ
れ
」
も
や
め
て

欲
し
い
。）「
夫
」
と
自
然
に
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、「
夫
」
に
対
す
る

「
妻
」
と
し
て
の
自
覚
も
高
ま
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
で
も
、
第
一
声
は
、
何

か
、
ど
こ
か
、
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
…
。

い
や
、
相
手
が
い
な
い
場
所
で
使
え
ば

良
い
。

　

言
葉
は
習
慣
。
習
慣
は
人
を
作
る
。

思
い
切
っ
て
、「
夫
」「
妻
」
と
言
い
始

め
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

留学中のトライアングル編集員
清水晴奈さん（鹿児島純心女子大学休学中）
からのレポートです。

トライアングル編集員
田中芳さん
（鹿児島純心女子大学）
が鹿児島大学留学生の
全在胤（ジョン・
ジェユン）さんに
インタビューしました。

　　　　　日本に比べ、働く女性の数が多いような
　　　　気がします。
　驚いたのは、私の通う語学学校の中に幼稚園があ
ることです。大学で働いている人だけではなく、学
生の子どもも預けることができるそうです。

　　　　一般的に、女性は結婚後も仕事を続けますが、出産を機に仕事を辞める場合
　　　が多いそうで、共働きの認識はあまり強くないようです。しかしながら最近で
は子どもを保育園に預けたり、親（子どものおばあちゃん）に子育ての協力をしても
らったりするなどして、出産後も仕事を続ける女性が増えてきているそうです。

　オーストラリアの父親の方が、
日本より、育児に関わっている感
じがします。
　街中でも、ベビーカーを押している父親らしい人をよく見かけますし、
公園では、子どもと父親だけが遊んでいる光景が珍しくありません。
　また、日本との違いは、休日の過ごし方にもあるようです。
　休日には店も早く閉まるし、仕事も休みになるので、家族みんなでゆっ
くり過ごす時間が日本よりも多いようです。そのせいかわかりませんが、
日本にくらべ、家族同士の距離が近くて、一緒にいて、ほんわか温かい
感じの家族が多いです。

　　　　昔は、「娘より息子を産む」という風潮がありまし
　　　たが、最近はそのような考え方はそれほど強くないよう
です。「昔はこうだったけど、今はそうではない」という話が
多くあり、女性と男性の働き方の違いや、家事や育児の考え方
なども時代とともに変化しているという印象を受けました。ま
た、今回のインタビューの時も、私の短期留学経験からも、女
性に対しての配慮を感じることが多かったように思います。

　　　　以前に比べて、最近は男性が家事に協力しなければならない、という認識が
　　　高い家庭も増えてきているようです。専業主婦の場合でも、父親が、休日や時
間がある時に家事をすることもあると聞きました。また、最近は料理教室に通って、
きちんと料理を学ぶ男性が増え、その割合は年々高くなっているそうです。私が韓国
に短期留学をした時に下宿をしていた家では、その家庭のお父さんが食事を作ること
もあり、お皿を洗う担当はいつもお父さんでした。
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男
女
共
同
参
画
　
in
　
韓
国

男女共同参画　in　オーストラリア


